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日本財団18歳意識調査  「第２４回 - 子どもと家族 -」 自由回答集

No 性別 Ｑ１３　児童虐待をなくし、体罰によることなく、子育てを社会全体で支援するためにはどうすればよいと考えますか。

1 男性 分からない

3 男性 ない

5 男性 育児手当

7 男性 わからない

8 男性 地域の繋がりや社会との繋がりをより濃くする機会をたくさん作る

9 男性 政府がもっと本気で取り組むべき

12 男性 聞いてあげる人をつくる。

13 男性 特にない

14 男性
まずは親や先生の意識改革を図り、前時代的な悪しき風習を撲滅する。ただ、意識改革だけでは効果が薄いと
思われるので、地域連携型の監視システムのような、相互で情報を共有･提供して、未然に児童虐待を止めら
れるできるだけ周囲の目が行き届いた仕組みを作ることで備えたい。

20 男性 法律を厳しくする

21 男性 もう少し国や自治体が体罰に対する法律などを知らせることが大事だと思う。

24 男性 子供の心理や気持ちを理解すべき

27 男性 地域全体でのバックアップ

28 男性 地域コミュニティの強化

29 男性 悪影響を及ぼす原因をなるべくなくす

30 男性 アニメのゲンコツなどの暴力シーンを無くす

32 男性 わからない。体罰の線引きを確実に明確にして体罰の罪を結構重くする

33 男性 親の学び

34 男性 わからない

35 男性 子育て状況の可視化のために、映像での記録提出や児童・保護者単独の診断を要請できるように環境を整える

36 男性 寄付などを募る

37 男性 子供を見守る

39 男性 分からない

40 男性 わからない

41 男性 なくすことは無理なので減らすことを目指す必要がある

42 男性 体罰、虐待のラインを決めて法律で厳罰化する

43 男性 子供に対する正しい知識を教える

46 男性 わからない

47 男性 わからない

48 男性 無くなるとは思えない

54 男性 分からない

56 男性 地域社会の充実化

58 男性
なくなることは無いと思う。なぜなら第三者が児童虐待等をするような人間に対して考えを変えさせるように
しむけても、結局どう取るかはその人次第だからその人が変わろうとしないと絶対に無くならないと思う

59 男性 親や子供が他人に相談できる環境づくり

60 男性 仲良くする

62 男性 わからない

65 男性 子どもの教育の仕方等をネット配信して、正しい知識を親だけでなく教師にもつけてもらう

66 男性 多様な意見を取り入れる

70 男性 なし

73 男性
子供の意見を尊重して、のびのびと育てていくことが大切だと思います。意見を否定するよりも、寄り添って
考えてあげれば、お互いにいい関が作れると思います

74 男性 互いの信頼

75 男性 どんな理由でも暴力や体罰や人格を否定するような言葉を言うことを容認しない報道を増やす。

76 男性

現役を退いた技術職などのその分野のスペシャリストたちによる体験教室を開き、低い年齢の時から子供たち
がさまざまな職業に触れることで、自分のやりたいことは何なのかをしっかりと決断できるようにする。そう
することで、自分が本当についていくべき大人は誰なのか？自分の目標実現のためには何をするのが一番なの
かがわかる。

77 男性 わからない

79 男性
特になし。生まれたときにもったいない親によってすべて変わるので支援によってなにか変化がもたらされる
とは思わない

80 男性 不可能

81 男性 分からない

82 男性 各個人、各家庭の経済状況の改善

87 男性 一生無くならない

88 男性 なし
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89 男性 教育のあり方を変える

91 男性 体罰の撲滅に向けて社会で協力して近所の人同士のつながりを深くする

92 男性
母親もしくは父親のみで子供を育てていく過程のなかで、夜泣きや自分のことに時間を費やせなくなってしま
うなどから精神的に悪い方向に進んでいき、虐待が起こると考える。そのとき、育児休暇を使えるようにし、
親が協力して育てられるような環境を整備することが大事だと考える

101 男性 優しく子を見守ってあげる

107 男性 周りとの繋がりを深める

108 男性 教育

110 男性
国自体が国民に生活がしやすいように学費を下げたりだとかしなければならないと思う。あと、そんな感じに
なる前に気付ける対策をしたほうがいいと思う。

114 男性 コミュニティをしっかりする

119 男性 大人が正しい考えに気付く必要がある。

121 男性 経済格差をなくす　低所得者は子供を持たない　AIで監視する

125 男性 金銭面、精神的な面を団体で援助してあげること

127 男性 制度改革

131 男性 もっと大人の自由時間を増やし心のゆとりを与える

133 男性 むやみに子供を作らないこと

134 男性 法律を厳しく

136 男性 愛のない軽率な子作りを減らすべきである

137 男性 特にない

142 男性 専門家がしっかりする

145 男性 とくに

146 男性 親自体を孤独にならないようにすること。

148 男性 一人一人が子供を大切に

149 男性 社会全体の考え方を変える

150 男性 家庭環境の可視化

153 男性 お互い理解し合う

154 男性 分かりません

155 男性 街の人など、みんなで見守る

157 男性 金を支援する

160 男性 体罰を確実に許されない物にする。

162 男性 周りが支援する

165 男性 生活保障をしっかりと整える。

166 男性 わからない

167 男性 カウンセラーを行う

168 男性 家庭の周辺の人達も一緒に子供たちをやさしく見守る社会を目指す。

169 男性 一人ひとりが責任をもって子育てをするというきもちをもつ

171 男性 寛容

173 男性 なし

174 男性 わからない

175 男性 地域の子として考えて、地域で協力する。

176 男性 低所得の世帯を減らし社会全体の人が余裕を持って暮らせるようになる

183 男性 核家族をなくす

188 男性 子育て社会の改革

193 男性 わかりません

194 男性 刑罰を持って臨む

196 男性 なし

199 男性 国の子育てを支援する体制を強化する

206 男性 地域の人と一体になる

207 男性 遺伝子の格差を減らすこと。

208 男性

ある程度の許容できる範囲内での体罰や叱ることは子供を育てる上で必要になると思う。そのような経験がな
い人ほどより素行が悪くなると思う。完全に体罰を無くすことはそもそも不可能であると思うが、だからと
いって虐待のような行為は容認できるものではないので、他者の目から見ても正しいと思える範囲で教育して
いく必要があると思う。何も叱りつけない、叩いたりしない、というような状況になれば、それこそ問題であ
ると思う。

210 男性 定期的に話し合いの場を設ける

214 男性 子供を育てられるくらいの寛容性を持った大人を作る

220 男性 虐待に関する知識をみんなで共有する

221 男性 結婚した夫婦は親になる適正があるかどうか検査をしなければならない法を作る。

222 男性 なし
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223 男性
子供の身になって考える気持ちを持ちながら、親は親として子供のことを考えなければいけない。また、社会
のしくみが少なからず大人たちへストレスとして影響を及ぼしている為、社会のしくみや法を改善しなければ
ならないと考える。

229 男性 周りで教育環境を幼いころから整備しておく。

230 男性 特になし

231 男性 わからない

232 男性 なし

233 男性 国が支援する

235 男性 分からない

238 男性 学校の先生や近所の人が、子供たちの変化などを見逃さないように努力すればよい。

240 男性 罰を厳しくする

243 男性 みんなで協力

244 男性 子どもが相談できる場所を家庭以外に作る

245 男性 社会福祉制度の拡充。

246 男性 厳しく取り締まる

251 男性 親戚近所　周りの人と交流をよくし　親だけでなくみんなで　人を育てる気持ち

252 男性 児童相談所などがもっと動くべき

253 男性 繋がりをつくる

259 男性 体罰をすることによるデメリットなどを一般化する

260 男性
親は親で自分が産んだ子供に対して愛情を持って、子供がどんなにいうことを聞かなくても容認できるような
心の広さを持つ必要がある。子供は子供で、難しい部分もあるとは思うが、何でもかんでも親任せにするので
はなく、いち早く自立できるように学習を行い、教養を深めるべきであると考える。

263 男性 そのような設備を整えるべき

265 男性 対象となる年齢の子供達のいる家庭に定期的に訪問する

266 男性 年に一度、親による子育てに関する教育実習を実施し、義務づけることがいいと思う。

267 男性 金を与える

270 男性
罰則を厳しくするや定義を細かく決めていくなど罰則でも、甘さを捨て人間をある程度無視する程度でいいと
思う

271 男性 分からない

272 男性 社会全体が体罰に関していけないという概念を持って子供に接しなければならない

274 男性
体罰を一律で禁止するのではなくある程度許容していかなければ子どもたちを興味することはできないと考え
る。

278 男性 みんなで子育てをする

279 男性 なし

280 男性 市町村単位で虐待に対する条例を制定するべき。

281 男性 教育

283 男性 子は宝子供を守り、尊重するべきだと思う

284 男性 がんばる

287 男性 子を認める

288 男性
まず、注意を呼びかけるより、CMやSNSなのでこんなことをしていませんか？などとほのめかすようなことを
すればいいと思う。

289 男性 児童相談所の見直し

290 男性 子育て世帯へお金を支援する

291 男性 虐待を取り締まる制度 法律

292 男性 子どもが生まれる時に親に体罰についてよく説明し、体罰をしないことの重要性を理解してもらう。

293 男性 学校や地域ぐるみでの行事を大規模にして、希薄化した人間関係を濃くする

294 男性 地域とつながることで見えないとこでも見守れる事

301 男性 ストレスを和らげるための相談所を設ける

302 男性 相談できる場所を作る

303 男性 監視カメラを増やす

311 男性 周りに話をできる環境を整える

312 男性 わからない

313 男性 親の悩みを聞いてあげること

315 男性 分かりません。

316 男性 周りとの連携強化

317 男性 交流の場を増やす

320 男性 仁徳を備えること。

326 男性 地域性を強くする

329 男性 わからない

331 男性
男女平等とか言っている場合ではなく、共働きを無くす。親は子供に合わせた生活に取り組む。衣食住と家族
の絆を大事にする。さもないと、子供は孤独に自立してしまう。
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332 男性 子育てについて電話相談などをできるように役所とかで設置しておく

335 男性 わかりません

338 男性 給料を上げる。保育園などの充実

342 男性 子供に良い環境をつくる

343 男性 教育関係者の勤務環境・条件の向上、数と質の確保

345 男性 町内会とも協力する。

346 男性 地域の人々と交流して体罰が発見されやすい環境にする。

350 男性 アンケートを実施する。

355 男性 子供にとっても親にとっても過ごしやすい社会の仕組みを整える

356 男性 子供のことをもっと理解してやる

357 男性 わからない

361 男性 外部からの支援

366 男性 親、一人一人が子育てに対する高い意識を持つ

367 男性 一人一人が自覚を持つ

369 男性 優しくなる

376 男性 子育てをすることの意味や責任を一人ひとりが考える

378 男性 貧困層の方々に金銭などの支援をすべきだと思った

379 男性 地域全体で子どもを見守る必要があると感じた

380 男性 分からない

381 男性 わからない

382 男性 わからない

384 男性 子供が安心して生活できる環境を整える

386 男性 子育てに赤の他人が関わるのは間違っていると思う

387 男性 わからない

388 男性
親が子育てしやすいような環境づくりを整える。職場の環境などを改善することで子供と向き合う時間を増や
す。

389 男性 わからない

390 男性

ただ、法律を変えるだけではなんの意味もない。虐待をするということは虐待をしてしまう親に原因がある。
虐待をするような親の性格や人間性が法律が変わったところで変わるとは思えない。だから、日常の仕事での
パワハラなど、歪んだ人間性を生み出すようなストレスになるようなものを根絶するなど、そもそもそういっ
た人間性の親を生まないための取り組みが必要。ただ、法整備が必要ないわけではないが、法整備だけでは足
りない。両方を同時進行する必要があると考えます。

396 男性 体罰じゃないしつけをすればいい

399 男性 親1人ではなく周りの人も協力して子育てすればいいと思う。

404 男性 言って聞かす聞かなかったらそれ以外の方法で聞いてもらう

405 男性 社会全体の雰囲気

406 男性 親が子育て教育に関して積極的に学び、地方自治体が力を入れて相談や支援するべき。

408 男性 国がなんとかする

410 男性 みんなで愛を育む。

411 男性 社会の価値観を変える

413 男性 わからない

416 男性 体罰を行う人を逮捕し、子どもの居場所を整備する

417 男性 わからない

418 男性 体罰を許さない社会を作る

420 男性 分かりません

422 男性 しつけについての討論をすべきだと思います

423 男性 子育て世代への支援

425 男性 わからない

426 男性 ない

427 男性 不可能に近い

430 男性 わからない

431 男性 なし

432 男性 地域の人や公共交通機関の利用者がもっと子供やその親に寛容になることが必要なのではないかと思います

433 男性 子供に良い環境を

434 男性 特になし

438 男性 地域と連携する

439 男性 人との交流を増やし、子育てなどのストレスを減らすべき

440 男性 体罰や虐待に対して厳しくする。

441 男性 国や自治体が積極的に対策に取り組むべき

445 男性 子供の育て方やしつけに関するセミナー社会格差の是正

447 男性 わからない
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449 男性 親になるためのテストみたいなのを作ったほうがいいと思う。

450 男性 一人一人が間違っていると気付くこと。

452 男性 特になし

455 男性 分からない

459 男性 子供を持った家庭は義務として子育てに関する知識を学べる施設などにいくとかいいんじゃないでしょうか。

461 男性 親だけで抱え込まず、周りの人を頼る

462 男性 親の子供に対する知識や見解、教育などの意識調査と意識改善

464 男性 セミナーを開催する

465 男性 大人たちが大人同士で話し合い、正しい知識を持つこと

466 男性 なし

467 男性 分からない

468 男性 政府が対策する

471 男性 地域で見守る

472 男性 なし

474 男性 一人一人が思いやりの気持ちを強く持つ事が大切だと思います。

475 男性 体罰防止子どもをみんなで守ろう大作戦

479 男性 そんなの一般人で虐待もされたことない人間にはわからない口出しする権利なんてないだろう

485 男性 虐待を受けた子が将来的に負の影響を受ける事を社会全体により知ってもらうようにする。

489 男性 しつけだからといって体罰や虐待すれば子供は学ぶという考え方を無くすこと

491 男性 地域全体で子育てをしていくこと

492 男性 相談する

495 男性 地域の監視

497 男性 わかりません

509 男性 減らすことはできない

510 男性
体罰を法律化しても、必ずしも解消することがないと思う。解消に近づけるためには、現代社会のストレスや
不安を子持ちの働き手に与えることなく働き方改革を進め、ゆとり世代とは言わないが、しつけにゆとりと柔
軟性を持つこと。

513 男性 なし

523 男性 地域が一丸となるべき

532 男性 わからない

536 男性 親自身が子供を健康に健全に育てる責任を持っていると自覚しながら接する。

538 男性 行政がそれぞれの家庭の状況を把握しそれに合わせた対応を取れば良いと思います。

540 男性 コミュニティ内での人々の結びつきを強くする

542 男性 相談できる場所をつくる。

544 男性 特にない

548 男性
親戚や地域住民などの繋がりを増やすことはもちろん、SNSなどのツールを使う。匿名だと告発が容易なの
で。

549 男性
まずは、教育機関への教育をすること。体罰をしても良いという学校の校長がいることをご存知ですか？その
方は以前、テレビにも出演しました。その方の考えが分からない。理解できない。腹立たしい

550 男性
子育てをする親の負担やストレスを何らかの形で発散させ、怒りなどを子供に向けられないようにすればよい
と考える。

555 男性 一人一人が他人のことを考えて行動

557 男性 虐待への罰を重くする。

559 男性 特にない

562 男性 幼い頃から落ち着いた環境で育てる

563 男性 わからない

564 男性 子育てに関する指導や定期的な面談などの機会を増やす

567 男性 両親が子育てについてもっと理解する。困った時や悩んだ時に相談出来る場を広く設ける。

568 男性 子供が生まれる前の段階で子育てにおいて注意すべきことなどを把握できるようにする。

572 男性
国会側のしょうもないいざこざをおさめ、今回の体罰の問題など国民に寄り添った話題について話し合いをで
きるだけの環境を整備する

574 男性 見守りの強化

576 男性 地域全体で子供たちとの交流をふやす

581 男性 今はメディアが活発なので、メディアを通し、体罰の酷さを発信していく。

587 男性 教師の態度を直す

595 男性 環境の改善

597 男性 どうしようもない
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599 男性
若い世代（20代、30代）が経済的に安心できるようにしなければならない。なぜなら、この先老後の不安、生
活の不安を抱えているので、「手が塞がっている状態になり」子供への気遣いができない状態となっている。

600 男性 褒めて伸ばす を第一に考える

601 男性
子どもへの接し方を学校できちんと教える。初めての子育ては分からないことだらけだろうから前もって教え
ておくべき。

602 男性 人すべてにストレスをかけすぎないようにすべき

608 男性 無理だと思う

610 男性 個々の意識

613 男性 正しい教育の方法の共有化

621 男性 体罰ではなく、こちらも心身広い心を持つようにしながら子供たちのことなどを理解すれば良いと思う。

623 男性
もう少し親に対してゆとりのある生活を持てるように、社会全体で親に子供と接する時間を作っていく必要が
あると思う

627 男性 子をもった親が、安心して子育てできるように相談できるところを増やす

629 男性 見守り

630 男性
学校関係者は子供の目線に立った教育を考え続ける。親は仕事などで子供と接する時間が少なくなっているの
で、社会の仕事の在り方を変える必要がある。

635 男性 特になし

639 男性 アメリカのように強制力を使うべき

641 男性 地域のコミュニティを強くする

645 男性 「親」を教える場所が必要

649 男性 親に対する支援をあつくする

652 男性 わからない

655 男性 体罰は悪いと啓発する

657 男性 わからない

659 男性 子どもを育てる親に優しい制度作りや周りの環境作りをする

668 男性
社会全体の風潮として、何かできなかったら体罰をするという風潮をなくし、人から言われる前に自分で気付
くという考えの基、行動するようにしていけばいいと考える。

673 男性 しっかりと言って聞かせるべき

675 男性 結婚年齢の引き上げ（若いうちに子供を作っている場合に虐待が多いと感じるため）

676 男性
全国の親御さんたちに正しい教育の仕方を布教すると共に教育に関する正しい知識を自発的に学ばなければな
らない(それが当然である)という空気、価値観を社会全体で作っていく。

677 男性 頑張ります

679 男性 近隣の報告義務か

681 男性 子供の一括管理

682 男性 虐待をした親に重罪を課す。

683 男性 わからない

684 男性 特になし

690 男性 分からない

691 男性
虐待を完全になくすことは難しいと思うが、地域の人たちとのコミュニティを形成することによって、わずか
な子供の変化または子供が助けを求められるような状況が必要であると考えます。

692 男性 核家族から世帯家族への変換

693 男性 行政の態度を一新する

694 男性
社会全体で子育てを支援しやすい環境づくりに取り組み、認識の甘さを改めて児童虐待・体罰はさせないよう
に心がけるです。

695 男性 理不尽な事を無くすべき

699 男性 周りの人同士で監視する

700 男性 子育て世帯に現金の支給または税の負担の軽減が必要だと思う

704 男性 よくわからない

706 男性 わからない

707 男性 虐待の厳罰化「しつけ」の定義を変える子どもの居場所を家庭以外に必ず作らせる

712 男性 なんでしちゃいけいなかなどの説明をして子供に言葉でわかってもらう

715 男性 愛

716 男性 子供の扱い方に対する柔軟な考え方を教える

718 男性 周りの人が見守る

723 男性 わからない

725 男性 アンケートなどにしっかり対応する

730 男性 親が心を入れ替える

732 男性 ない

734 男性 いじめと同様、ほぼ不可能ではないかと思う。
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735 男性 虐待児童の受け皿の強化

736 男性 無し

737 男性 確かな教育を確立させる。

738 男性 親の教育をする

739 男性
「なくす」ことを目標に掲げるのは非現実的だと思います。「できる限り減らす」「早期に気付ける環境を整
える」が精いっぱいだと考えます。

744 男性 寛容

745 男性
まずは小学校の道徳の授業などで、虐待の事実を伝えること。また、より相談しやすい環境を作ることや、相
談内容の保守を徹底化すること。

748 男性 イベントなどでの発信情報共有

750 男性 わからない

753 男性
大人が心を入れ替える（不可能）子供が公園など外で遊べるようにする（高齢者に配慮をしない）子供を信用
する、否定しない、自分の価値観を押し付けないそれができないなら死刑

759 男性 母親のストレスをなくすこと

760 男性 子育て支援で親の負担を減らす。所得を増やすことで、心身ともに安定した暮らしができるよう支援する。

763 男性 子育てがしやすい環境を整える。

764 男性 隣人や、地域の人との付き合いを増やす

776 男性 よく分からない

777 男性 なし

782 男性 定期的に学校で健康診断を行いカウンセリングもつける

785 男性 なし

791 男性 みんな考えな

792 男性

子供の育て方を知らない若い世代の母親が多くなっているこの時代、子供は望んでできるものではなく、偶然
できてしまったという大人の自己中心的な考えによって、子供は人権を失い道具として、近くのオブジェクト
としてしか認識されていない。病院などで出産した母親に対して、母親とは何か、心持ちなどのカウンセリン
グを行う。子供の心に寄り添う考え方をできるようにする。子供にとって立ち寄りやすい、逃げ込みやすい近
所の施設がないこと。

793 男性 特にありません。

795 男性 この現状をより多くの人に肢ってもらう

796 男性 監視カメラをつける

802 男性 わからない

803 男性 いつでも相談できる窓口等のシステムを整備する

805 男性 法律を厳しくする。

812 男性
社会全体で協力しやすく助け合える環境づくりに取り組み、積極的にコミュニケーション出来る場を設け信頼
関係を築くなどです。

815 男性 不可能

820 男性 教育方法を学べる場を作る

825 男性 しっかりとした(例として保護者のストレスを無くすような法律や地域のサポートなど)対策案を講じる。

827 男性 母親の大変さは他の家庭も同じであるので自分を責めないようにと全ての家庭に直接啓発する。

828 男性 子供を第一に考えた活動やルール作り

831 男性 厳罰化する

833 男性
家庭での責任が夫、もしくは妻どちらかに偏り過ぎないようにする。また、不安や悩みを誰かに伝えてストレ
スを解消する機会を多く設ける。

835 男性 もっと監視する

837 男性 まずは法律を制定する他ないと思う。

838 男性 なし

842 男性 無意味だから。

844 男性 よくない

846 男性 子供の立場になって考えてみる

848 男性 そういう社会にすべき

849 男性
過酷な環境下にある保護者に対して社会が理解を示し、そのような保護者にとって子育てをしやすい環境を整
備すればよい

850 男性 望まない出産を減らす

851 男性 親の家庭外のストレスの軽減

852 男性 社会全体のストレスを緩和する方法を模索すべき

855 男性 特にありません

856 男性
難しい、けど今の大人は諦めて10年20年30年後の子供たちの虐待をなくすため今の子供たちをしっかりさせる
ことが必要です
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857 男性 子育てをしやすい環境づくり

858 男性 なし

859 男性 分からない

861 男性 それぞれが自覚を持つ

862 男性 教師が嫌でも子供に寄り添って話を聞く

863 男性 分かりません

864 男性 人間をやめなければそれは実現しないと考える

865 男性 お金に余裕のある人間を増やす

866 男性 わからない

869 男性 討論をすべきだと思います。

871 男性 地域社会の連携などが大切だと感じた

874 男性 わからない

880 男性 全ての人が体罰に対する考え方を持つこと

882 男性 そもそも親が子供を放棄せざるを得ない環境を作らない

883 男性 地域の集まりを増やすみんなの子供として社会全体で育てる意識があればいいと思う

884 男性
児童相談所や役所などの行政が定期的にマニュアル通りだけではなく、自主的に家庭訪問等を心がけるべきで
ある。

885 男性 わからない

886 男性 なし

887 男性 周りの大人たちが聞く耳を持ってあげる。

888 男性 今の大人達の始末

889 男性 わからない

890 男性 もっと地域の人全員で子どもを育てるようにしたらええ

891 男性 家庭をよく訪れる

892 男性 学校で支援する

893 男性 法を厳しく

894 男性 児童相談所の対策を強化してすぐに対応をできるように整えることが重要。

895 男性 一人一人の意識が大事

896 男性 全ての親に自分が体罰をしていないかを考えさせるモノを作る。親にカウンセラーをつける

897 男性 ガイドラインを作る

898 男性 アメをあたえる

899 男性 社会が子育てに寛容になる

900 男性 親がまず自覚を持つことと地域が連携して見守ること

901 男性 むやみに子供を産まない

902 男性 わからない

903 男性 なし

904 男性 わからない

905 男性 特になし

906 男性
学校の先生や周りにいる住民との関係を持ち、周りの人が気付くのもそうだが、気軽に子供が気軽に相談でき
るようにする

907 男性
核家族化が進んでるからこそ家族の愛や地域の人間とのコミュニケーションとして大人になっても人として成
長出来るような社会にしていくべきである

908 男性 学校で保護者に体罰の危険性などを分かってもらうために説明会などを開いた方がいいと思います。

909 男性 わからない

910 男性 家庭環境を整える

911 男性 どうにもならない

912 男性 親を施設に入れる

913 男性 法令の最適化、体罰を無くす社会システムの構築

914 男性 親を教育する

915 男性
一か月に一度子供がいる家庭を訪問する制度を作ったほうがいいと思う。または子供を持った親が参加するこ
とのできる講演などを開くのもいいと思う

916 男性 地域の密接化

917 男性 子どもの意思を尊重する

918 男性 悩みを共有できるようにする。親に対する支援をする。

919 男性 もう少し厳しい法律を作る

920 男性 SNSなど匿名による告発がしやすいようにする。法整備。

921 男性 子供一人一人にしっかりと焦点を当ててアイデンティティを理解することが大切だと思います

922 男性 親としての自覚を持つことが大事。

923 男性 子どもの人権をもっと増やすべき

924 男性 完全に虐待を排除することは不可能と思う。
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925 男性 周りの大人がしっかりと面倒を見る

926 男性 わからない

927 男性 褒めて伸ばす

928 男性 子どもによりよく寄り添ってあげる

929 男性
問題の原因がどこにあってそれを解決するためにどうすればいいのかをよく考える。起こっても解決しない問
題が多いのだから暴力では間違いなく解決しないと思う。ある程度の許容を考えることが必要だと思った。

930 男性 子育て教室などを開く

931 男性 法律で規制する

932 男性 みんなで見守る

933 男性 わからない

934 男性 環境整備

935 男性 親の考え方からはじめる

936 男性 社会の認識・理解を変えていく

937 男性 法律で義務付ける

938 男性 わからない

939 男性
親から体罰を受けていた人は、自分が親になった時も子どもに手を出してしまうと思うから、法律をどうこう
とか言っても変わらないと思う。

940 男性 わからない

941 男性 わからない

942 男性 分からない

943 男性 心広く生活する

944 男性 法律を強化する

945 男性 虐待、体罰に対する法を厳しくしたり、虐待、体罰をした際の罪を重くする。

946 男性 わからない

947 男性 わからない

948 男性 わからない

949 男性 のびのびとする

950 男性 頑張る

951 男性 体罰をした場合には重い刑罰を課す

952 男性 子供を生まないこと

953 男性 虐待が重い罪だと理解させる

954 男性 学校では教師が暴力や暴言を言うことは決してしてはいけないが、親権者は多少は執拗であるように感じる

955 男性 相談できる人を見つけたり、体罰の早期発見をできるようにする。

956 男性 地域における世帯間の密なコミュニケーション

957 男性 子供から守って、その親御さんの子育てに関する相談窓口を十分に整備する。

958 男性 そもそもの考えを変えた方がいい

959 男性 子育ての講話を実施すると良いと思います。

960 男性 親へのケア

961 男性 わからない

962 男性 地域ぐるみで見守る

963 男性 知識を得る

964 男性 保護者が相談できる施設を増やす

965 男性
子供だけにお金を支給する 子供を信用できないやつに虐待保護施設受付なんてさせんなあと虐待はなくなら
ないあいつらは弱いやつを見るとストレス発散していいって思考だから意味無い

966 男性 助け合い

967 男性 学校内でのアンケートを頻繁に実施、虐待や体罰が見受けられる家庭に監視をつける

968 男性 なし

969 男性 解決不可能

970 男性 体罰を受けている子の居場所作り

971 男性 子供同士で無料で遊べる施設を多く作る。また、その状態を作るイベントを開催する

972 男性 分からない

974 男性 みんなで助け合う

975 男性
子育ての考え方が人それぞれなのでそれを理解出来る社会が出来ればいい。それでもそれが危険な行為なら社
会で対応をすればいいと思う

976 男性
学校と児童施設との連携を強くする今の子供達に、いじめはよくない、という考えを定着させ未来の被害者を
減らすようにする

977 男性 わからない

978 男性 周りの人に気を配る

979 男性 生活に余裕が必要と思う

980 男性 専門家などに子育てに関する悩みを相談できる機会を設ける。
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981 男性 なかよくする

982 男性 他人を想う事

983 男性 家庭だけでなく、学校や行政もが一体となって子を見守っていくこと

984 男性
義務教育における保育方法・道徳心・倫理の教育。ならびに、冠婚葬祭の基本的な作法等の教育。また、自己
防衛用の武道等の必修化・継続した訓練（志願制）。例：・アニメ「PSYCHO-PASS サイコパス」　　・アニメ
「とある魔術の禁書目録」学園都市

986 男性 養子を日本で一般化させる

987 男性 わからない

988 男性 思いやり

989 男性 虐待へのアンテナを高くして、周りの人や警察などの機関が気をつければいいと思う

990 男性 わかりません

991 男性 分からない

992 男性 どこまでが虐待となるのかを保護者に理解させる

993 男性 給付金制度

994 男性
大人自身の社会的ストレスが大きいと思う。そのストレスが弱者への体罰につながるのではないだろうか。大
人たちのストレスを軽減することが体罰減少につながると思う。現に子どものことなどどうでもよく、自分の
事で精一杯の大人が多すぎる。大人の姿をした子どもが多すぎる。

995 男性
まずは金銭的なところから親の負担を減らすべきである。そして地域全体で協力して子育てを行うことができ
る社会づくりを行う

996 男性 しつけと体罰の境界線をしっかりと分けること。

997 男性 やる事をしてから好きなのをやらせればいい。そのためには、毎日のしつけなどが必要だと考えてる。

998 男性 大人の今までの考え方を変える

999 男性 地域コミュニティ作りによって家庭を孤立化させないようにする

1000 男性 わからない

1004 男性 母親にストレスを与えない社会づくり

1025 男性 罰則の強化

1030 男性 定期的な交流会（親子共に）開き、参加にある程度の強制力をもたせる

1036 男性 分からない

1045 男性 定期的に対象となる年代の子供たちの様子を見に行く

1048 男性 しっかりと行政で支援する

1075 男性 社会サービスの向上

1080 男性 近隣住民と協力する。

1097 男性
毒親を更正させるために政府がカウンセラー育成にもっと金を出すあと親権を産みの親だけでなく、子供が好
きな大人や政府の認めた大人に譲れるよう積極的に法改正を進めるべき

2 女性 ない

4 女性 子供も相談しやすい環境をつくる

6 女性 ちゃんと面倒見る気もないのに子供を作らないこと

10 女性 わからない

11 女性 何をしてもなくならないと思う

15 女性
まず親自身のストレスを無くすこと。子育てに嫌気がさして虐待をしてしまうケースが多くあると思うのでそ
こを周りが協力してあげないといけない

16 女性 大人全体が関心を持つ。

17 女性 どうすることもできない

18 女性 子どもが気楽に相談できる環境・場所をつくる

19 女性 なし

22 女性 子どもを大切にすること。苦しかったら相手の人と相談すること。

23 女性 なし

25 女性 周りが協力する

26 女性 わからない

31 女性
親の相談窓口を作ればいいと思う。どこからが体罰なのか理解していない人もいるだろうし、子育てと仕事を
両立しなきゃいけなくてストレスたまりすぎて子どもに当たってしまう人がいると思うので。あとは、2週間
に1度家庭訪問して、子どもだけに、体罰されたか調査すればいいと思う。

38 女性 年が上というだけで偉いという価値観を否定すべき

44 女性 自分がされて嫌なことをしない

45 女性 義務教育のときから学ぶ機会をつくる

49 女性 助け合い

50 女性
学生への性教育強化をすることで、経済的に子育てが難しい若い親が虐待することを減らせるのではないかと
考えます

51 女性 地域の人が子供に寛容になる。
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52 女性 親同士のコミュニケーションの場をつくる

53 女性 わからない

55 女性 施設をつくる

57 女性 一人一人が心身ともに無料で休める施設を作る

61 女性 子育ての悩みを解決する場をもっと増やす体罰をした人に対して同じことをする

63 女性 分からない

64 女性 相談することがしやすい環境作り

67 女性 難しい

68 女性 親がもっと子供を理解しようとする。

71 女性 子供への被害が大きくならないうちに虐待の疑いがあったら親を更生させる

72 女性
保育園の先生が保育園で体重管理や体のチェックなどを行い、問題がある場合は保健所などに報告し現状認知
してもらい観察してもらっておく。

78 女性 親の指導

83 女性 わからない

84 女性 原因をはっきりさせる

85 女性
幼稚園や保育園などに全ての子供が入ることができるようにして、小さな子供のいる親が、たとえシングルマ
ザーまたはファザーであっても日中働ける機会を作ること。また、保育の機関として、手の空いたお年寄りに
協力を仰げば人手不足解消になったり、お年寄りの生きがいにもつながりそうで良いと思う。

86 女性 わからない

90 女性 呼びかけるしかない

93 女性 虐待の連鎖をなくすために、虐待された子供のサポートをする。大人や周りの人が危機感、責任感を持つ

94 女性 子供の意見に耳を傾けようとする親、大人の姿勢が必要不可欠であると思う

95 女性 特になし

96 女性 親にも負担がかかりすぎない社会を作るために、ストレスをためにくい環境を作る。

97 女性
子供が生まれてくる前に親としての知識を身につけたり、失敗も含めた体験談を多くの人から聞く。うまくい
かなくなる前に気軽に相談のできる様な場所を作っておけば、相談できる場所が自分にはあるんだという安心
感を持つことができるし、相談することで気持ちを落ち着けられることができると思う。

98 女性 地域の人達が気にかけていく

99 女性 児相がしっかり見とけば体罰なんて起きない

100 女性 わからない

102 女性 地域で連携をとる

103 女性 地域で見守っていく

104 女性 社会の考え方が変わらなければ何も変わらない。

105 女性 周りの大人が気をつけてみる

106 女性 わかんない

109 女性 なし

111 女性 親のストレスも軽減しながら、親子それぞれの相談できる場所や解決できる機関を作るべき。

112 女性 親への支援を増やす

113 女性 相談できる場を増やす、相談できるところがあることを知ってもらう

115 女性 意識が変わらなければ減らないので、支援しても変わらないと思う。

116 女性 人は生きているだけで素晴らしいとみんなが思うようにする

117 女性 まだ分からない

118 女性 虐待についてもっと真剣に考えるべき

120 女性 法を改める。

122 女性 育児休暇を取りやすい雰囲気にし、子育てが重荷にならないようにする。

123 女性 ストレスをなくす

124 女性 監視の目を行き渡らせる。相談の体制を整える。

126 女性 子育てで病む親のケア

128 女性 地域の交流を増やす

129 女性 子供にとっての居場所をたくさんつくってあげる。

130 女性 虐待はなくなることはない

132 女性 反面教師となる人が必要

135 女性 子供を産ませない

138 女性 わからない

139 女性 分からない

140 女性 もっと自治体で動く

141 女性
社会全体で子育て家庭を気遣うべき。また、政府が子育て家庭のみだけでなく、もっと多くのことへの出費や
配慮を行う。

143 女性 もう大人はどうしようもない今のうちに子供達によく理解させておくべき
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144 女性 親と子が孤立する環境を少なくし、居場所がある生活を送れるようにする

147 女性 家族でしつけのルールを決める

151 女性

子育てについての知識がなさすぎるのも問題。ただから相談しやすい、通いやすい場所を設けるべき。また虐
待を無くすならもっと周りが子供を助けに行くべき。親が大丈夫と言っても子供を保護させなくても、虐待の
恐れがあるならそれは強行でもいいから子供を守るべきだと思う。それをしてこなかったから、子供助けを
しっかり受け止めないから、命を落とす子供まででてくる。

152 女性
親向け、親だけの講習などを開く（その間子供を預かる場所を設けて）など、親と子供が家に2人きりになる
時間を減らす工夫

156 女性 近所の子供とかが今までなかった傷等があったら近所の方が連絡してあげる

158 女性
まず、お腹を痛めて産んだ子供を虐待するようなことはしないこと。そのために何ができるのか。子供自身に
も原因があるのかもしれない。自分と子供で何が大切で何によって行き違っているのかを親と子供で向き合っ
ていくべきだと思う。

159 女性 児童相談所の改善

161 女性 わからない

163 女性 なし

164 女性 特になし

170 女性
親は子育ての悩みの相談を、子供は体罰を受けたときに助けを求められる相談の窓口をしっかり用意するのが
必要だと思います。

172 女性 虐待に関心をもっと持ってもらうようにする。

177 女性 親が、子育てに少しでも行き詰まったときに相談できるような場所や環境が必要だと思います

178 女性 社会で見守れる制度を作る

179 女性 一人一人の親が自覚を持って子供を育てる

180 女性 わからない

181 女性 特になし

182 女性 各地域で子育て支援のイベント(読み聞かせなど)を行う。

184 女性 どう支援してもする人はすると思う

185 女性 教育委員会もいっしょになる

186 女性 まだわからない

187 女性 周囲の人たちで支え合う

189 女性 相談窓口を増設する

190 女性 わからない

191 女性 意識する

192 女性 わからない

195 女性 わからない

197 女性 特になし

198 女性 わからない

200 女性 法律で罰する

201 女性 わからない

202 女性 地域の見守りを強化すべき

203 女性 なし

204 女性

児童虐待に限らず、なにかに対して虐待行為をする人は心に問題がある。ただ傷つけたいだけにもその人なり
の理由がある。手をあげてしまったらそれは許されないことだけど、子どもは親が好きだし、親も全く嫌いな
わけではないと思う。ただ虐待をする親は過去になんらかの引き金があって手をあげてしまう。自分の無能さ
だったり、無垢な子どもを羨ましく思うもの、普段は周りに忠誠してるから弱いものを見るとどうしても……
などなど。これらの理由があったとしても虐待は許されるものではありません。例え自分の身内だとしても。
子どもを自分の所有物、と見ることをやめさせる。(話し合いができる場合は子どもを名前で呼んで物ではな
いと擦り込む)親の心をどうにかして包み込まないとその子どもは何倍も傷つけられてしまいます。親の心を
優しく溶かしてあげてください。

205 女性 虐待に関する法律を全国民に知ってもらえるようにもっと広げるべき

209 女性 地域の人同士で関わりを持てるようにする

211 女性 守るしかない。

212 女性 わからない

213 女性 毎年親は児童虐待防止の内容の講義を必ず受ける

215 女性 虐待の明確化

216 女性 地域で子供を育てる環境を作ればよいと考えています。

217 女性 子供だけに目を配るのではなく親への精神的サポートも重要ではないかと考えます。

218 女性 地域で子育てを助ける

219 女性 分からない

224 女性 相談を受けたらすぐに解決する

225 女性 金を出す
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226 女性 体罰は何があってもしてはいけないという一人一人の考え方が重要

227 女性 わからない

228 女性 相談できる人を作る

234 女性 地域の人や親戚なども子育ての人を支える事が大切だと思います。

236 女性 子供の環境を整えるのも大事だが親の環境を整えてあげることも大事だと思う

237 女性 周りの人も協力する

239 女性
まず親が育てられてる時点から虐待や、言葉の暴力がなく育っていれば、子供にもそんなことは絶対しないと
考える。だから、それを無くすために体罰や虐待をしたら同じことをした人にするか、刑をもっと重くする。

241 女性 わからない

242 女性 分からない

247 女性 育成などを、充実させる

248 女性 子供がどれだけ大切か考える

249 女性 わからない

250 女性 親の精神的ストレスを削減できる取り組みを行う。

254 女性 わからない

255 女性 家族が仲良くなる

256 女性 政府などによる教育や子育てのための政策をもっと増やし、補助金などをつくる

257 女性 自分で産んだ子供をきちんと責任を持って育てること。母親だけでなく父親も育児に参加すること

258 女性 わからない

261 女性 体罰をしてしまう人のケアを充実させる

262 女性 親を教育する

264 女性 理解する

268 女性 細部まで管理できるシステム

269 女性 なし

273 女性
「なくす」ことは難しいと思う、「減らす」ことならまだ可能かな…と思うが、具体的な解決策は思いつかな
い。そういった親は外面が良い場合が多く、周りが気づきにくい。

275 女性 なくすのは無理だと思う

276 女性 子供にできる限りの愛をそそぐ

282 女性
親の支援に力を入れることが必要だと思います。地域の中でのコミュニケーションを取ったり、行政がサポー
トする体制を整えることが虐待を減らすことにつながると考えます。また、体罰を行なったことによるデメ
リットを示すデータを国民全体で把握することも必要かと思います。

285 女性 考えた事がない

286 女性 わからない

295 女性 回りの人たちも見守る（隣人等）

296 女性 わからない

297 女性 親が親になったからには責任を持つそれが無理ならつくらない。

298 女性 現状を克明に放送し、法律の内容の認知度を高めるべきだと思う

299 女性 自分が親としての責任を持つ

304 女性

保護者の支援をもっと手厚くするべきだと思います。旦那さんの協力を得られなかったりして育児が大変過ぎ
て子どもがかわいいと思えなかったことがある、という声を聞いたことや、育児の仕方がわからなくて思い通
りにならなくて暴力奮ったと思われるケースがあるので、そういう方を支援することがまず大事だと考えてい
ます。

305 女性 周りの大人がいち早く気づくこと

306 女性 お金に困って体罰する人が増えていると思うから裕福でない家庭にはお金を支給する

307 女性 分からない

308 女性
もっと子育てを地域でできるように一人で抱え込まないように助け合えるような社会、他人に寛容になれる余
裕がある社会にしていく

309 女性 国が支援する

310 女性 親のケアもする。

314 女性 尊重

318 女性 母への子育て講習。そこで母同士でたくさん話し合う

319 女性 特にない

321 女性

児童虐待を訴える子供がいたら先生が動いてほしい。私は訴えたが先生に流された。児童虐待の可能性が分
かった時点で、プライバシー関係なく一旦子供を保護するべき。あとは体罰に対する罰則をつくって、昔のこ
とでも子供が報われるように時効をなくしたり、体罰の立証をもっと簡単にするべき。二年分も証拠を残せな
い。親にメモをすてられる。

322 女性 わからない

323 女性 よく分からない

324 女性 ドロシーの「子は親の鏡」を読んで考えよう皆の中にある概念や考え方を変える必要がある
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325 女性 普段から家庭と地域が関わりを持って虐待や体罰を防ぎやすい関係性を持つことが大切だと考える。

327 女性 わからない

328 女性 親の支援がより必要になると思う

330 女性 子育ての意味を理解する

333 女性 片親への資金援助、子供の変化にいち早く気づく

334 女性 初めて子供を持った親は不安があると思うから気軽に子育てについて相談出来る場所を作る

336 女性
自分の子を育てられないと分かった親は直ぐにどこかに相談し､自分の子に暴力を振るうのみならず自分まで
心身へのショックを与えないようにする。

337 女性
教育の部分かからはじめる学校で、子供のうちから実態を教える虐待をするひとは、自分もこどものころ受け
た人が多いと思うので、そういうひとに対する心のケアと教育の充実が必要

339 女性 体罰はやってはいけないことだという認識を社会に広める

340 女性 地域で協力し合う

341 女性 家庭の中は見えないから無理だと思う。

344 女性

過干渉はせずに見守るかんじで相談に乗ったり、周り(近所)の人達がもうちょっと気にかける。世代で考え方
が違うことを理解し合うべきだと思う。考えを押しつけたらきっと虐待は悪化することもあると思うから。人
が足りていないとかあると思うけど理想は一つ一つにもっと丁寧に向き合うべきだし専門的なことは専門の人
にまかせるとか役割の分担をもっとしっかりするべき。

347 女性 親世代だけでなく地域全体で虐待をなくす取り組みをする

348 女性 地域全体で子供をみる

349 女性 児童相談所を増やす

351 女性 分からない

352 女性 大人がしつけの面で頼れる相談所を作る

353 女性 地域全体で集まって子育てする

354 女性
児童相談所の地位の向上が大切だと思う。児童相談所をもっとプラスのイメージがある、誰でも利用できるよ
うな施設にするべき。

358 女性 体罰をしたら罰金や懲役○年といった法律を作る

359 女性
完璧に無くすことは出来ないので周りの人がすぐに きずけるようになればいいと思う。 見て見ぬ振りをする
人などが無くなればいいとおもう。

360 女性

社会全体が興味関心があるのか、そもそも正しい知識を持っている人のほうが少ないと思うから法律の事とか
色々テレビやSNSなどで大々的にやることと、事件のニュースを見てると母親ばかり取り上げてる 子どもの面
倒は母親が見るものという社会の固定概念がみれる その固定概念が無くならない限り虐待も少子高齢化も消
えないだろうなと思う

362 女性
母親だけに家事育児を押し付ける社会の風潮を変える行動。特に老人の意識改革。親が暴力に走らなくても良
くなるよう、親サイドの心のケアや時間の余裕、託児サービスの充実。

363 女性 分からない

364 女性
児童相談所が、児童を追い返したりせずに確実に動くこと。片親の世帯への援助や定期的な訪問などを手厚く
すること。定期検診は確実に受けさせること。教育委員会が隠蔽しようとしないこと。

365 女性 協力する

368 女性 親もイライラして手を出す事が多いと思うのでストレスフリーな社会を作る

370 女性 地域で子どもを育てるような地域づくり

371 女性 体罰されている子を早く助け出すこと

372 女性 育児などの経済的な支援をする

373 女性 希薄化した人間関係を改善すること。支援体制を整える。親自身の孤独感や不安を和らげるサポート。

374 女性 周りのサポート

375 女性 子どもを愛する

377 女性 子供に対しての基本的な教育の仕方を教える。虐待の残酷さを分からせる。

383 女性 体罰はするべきでないともっと世間にアピールするべき

385 女性 わからない

391 女性 子供がいる家庭の調査をする。

392 女性
母親だけに子育てを任せっきりにしない。父親も子育てに協力する。そのために育休などを取りやすくした
り、男尊女卑の社会を変えるような教育をする。

393 女性 子育てを地域全体で支援し、親が相談しやすい環境を作る

394 女性 児童保護の方に税金を回す

395 女性 子供の価値観を一人一人見直していく必要がある。

397 女性 わからない
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398 女性
体罰や虐待は大半が隠れた所で行われているので、完全に撲滅するってのは言い方が悪いがやったら死刑だと
か独裁政権とかにならない限り恐らくできないと思うからまず身近な人の変化に気付いてやったり助け合う事
が第一歩だと思う。

400 女性 体罰についてテレビなどで問題にし一人一人が考えるべきだ

401 女性 子供の教育のサポート。周りの人の協力。

402 女性
地域のコミュニティをもっと大事にするべき。そうすることによって、親も子も見られる視線が多くなり、よ
り少なくなるんじゃないかと思う。地域全体で子供を育てる。

403 女性 わからない

409 女性 望まない妊娠をしない

412 女性 助け合う

414 女性 地域の人たちとの関わりを増やす

415 女性 地域の関わりを増やす

419 女性 体罰や虐待を当たり前にせず、子供と親の意見をちゃんと家庭で話し合う事が大事だと思いました。

421 女性 家族だけでなく、友人など周囲の環境とのコミュニケーションを怠らず、お互いに助け合って生きていく

424 女性 気になることがあったら直ぐに児童相談所に連絡する

428 女性 わからない

429 女性 無くならない

435 女性 わからない

436 女性 子供をちゃんと愛すること

442 女性 家庭に干渉できる機関の設立

443 女性 社会全体で、親も子も受け入れてくれる場所をつくる

444 女性 虐待や体罰を受けていることを言いやすい環境をつくる

446 女性 分からない

448 女性
体罰をなくすのは無理だと思う。家庭内を覗いてみることはできないし、体罰を受けて育った親は体罰で教育
しようとするから。そのため、体罰をなくすのではなく、体罰を受けている子どもをなるべく早く発見した
り、適切な対応をしてあげることが重要であると思う。

451 女性 なし

453 女性 地域での交流を増やす

454 女性 地域を通して子供への関心を高めていくこと

456 女性 責任もなく子供を作らない

457 女性 保健所が今よりちゃんと家庭一つ一つと連携すれば減ると思うし子供が児相に行きやすい環境を作る

458 女性 親御さん同士のコミュニティの輪を広げる場所を作る

460 女性 地域のつながり

463 女性 わからない

469 女性 ない

470 女性 地域の支え合い

473 女性 地域のコミュニティを活性化する。

476 女性 わからない

477 女性
虐待を完全に無くす事は無理だと思う。子育てに関する教習のようなものがあれば間違った育児による虐待は
減ると思う

478 女性 近所同士で情報共有をする児童相談所と警察がすぐに動けるようにする

480 女性 どうやっても無理だと思う

481 女性 分からない

482 女性 分からない

483 女性 親が相談出来る場所や休める場所を増やす。

484 女性 分からない

486 女性 子どもの訴える力の強化

487 女性 親が孤立しないように支援する。

488 女性 社会全体でつながりをもつ

490 女性 近隣の人の目。児童相談所の運営の強化。

493 女性 親御さんへのメンタルケア、教育機関と警察との連携の強化など

494 女性 家族が協力して子育てをし、それプラス地域でも子育ての支援をするべき

496 女性 子供が逃げ込めるような居場所をもっと増やすべき。

498 女性 地域との密な関係

499 女性 安易に子供を産まない。若くして子供を産んだとしたら、知識が少ない可能性があるので、よくみておく。

500 女性 知識を増やすべき

501 女性 周りの人が気にかける

502 女性 行政の整備を整える
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503 女性 親が相談しやすい環境を作る

504 女性 親の心がまえなどを教える。子供のちょっとした変化にも気づけるようにする。

505 女性 体罰の刑を重くする

506 女性 地域みんなで支える

507 女性 たくさんの人達と触れ合い、関係を作る。愛情を捧げる余裕を大人が持てるようなする。

508 女性

見た目だけではわからない精神的、心理的な体罰にも学校や周りの人々がしっかりと対処することが良いと思
う。今度施行される法律は、暴力や育児放棄など周囲が見てわかるものに対しての対策が一番に考えられてい
る気がする。精神的、心理的なものは隠れていることが多く、無意識に子供にしている親や容認する周囲の人
が多いと思う。そういったことがもしすべて明るみに出た場合、日本の虐待件数は相当増えると思うので、早
急に考える必要があると思う。

511 女性 母親父親が気軽に相談できるような環境を社会単位で作っていくこと

512 女性 子育てを見える化すること

514 女性
児童相談所だけでなく、虐待を受けた場合、身近な家や親戚の家などの虐待した人間から離れられるような場
所に預けられるような措置が必要だと考えます。

515 女性 分からない

516 女性 わからない

517 女性 親の生活環境に余裕をもたせることが必要だと考える。

518 女性 なし

519 女性 わからない

520 女性 保育園や幼稚園の数を増やす

521 女性 親子で参加するイベントを増やす

522 女性 もっと現状を拡散するべきだと思う

524 女性 親も子も思ってることを言いやすい環境を作ること

525 女性 体罰をよく知ること

526 女性 特になし

527 女性
親の精神が幼いことが多いと思うため、親の子育て教室など積極的に他の親と関わり自分を見直す機会を作ら
せること

528 女性 支援

529 女性
親に、自分が親だということを自覚させる。親としての知識を親に教育する。親になることへの責任をすべて
の親に確認する。無責任な親には罰を与えるべき。

530 女性 子供にしてはいけないことをきちんと把握した上で、子供に優しく対応してあげること。

531 女性 暴力を受けた子どもたちが、気軽に逃げ込める環境を整える

533 女性 政治家が社会をかえる

534 女性 親が心から愛せる子供を産むことが絶対に必要だと思います

535 女性 ひとり親世帯など、家計に余裕のない家庭の支援を充実させる

537 女性 皆がお金と時間と心に余裕を持って暮らせるようにする

539 女性 地域間での催しを増やす

541 女性 地域との関わりをもち、相談できる相手をつくる

543 女性 わからない

545 女性 これから親になる人に教育をしっかりする

546 女性 子育てに関して気軽に相談できる環境をつくる

547 女性 覚悟がないなら子供を簡単に作らない

551 女性 大家族にする！

552 女性 特になし

553 女性 みんなが自覚するべき命の大きさを

554 女性 保護者が子育てや家庭に関することを気軽に相談出来るような場所を作る

556 女性 言葉で伝える努力をする

558 女性
子育ての参加者を増やすこと。特別養子縁組制度を充実させること。性教育をきちんと行い、望まない妊娠を
避けること。緊急避妊用ピルの保険適用と、手に入りやすくすること。

560 女性 わからない

561 女性 行政が支援のための予算をもっとさく

565 女性 人間関係のネットワークを広く構築できる機会を設ける

566 女性 手出さなければいい

569 女性 虐待を完全になくすのは、難しいと思いますが、国が子供達の為に法律を作ること

570 女性
子供が少ないから産めという割には子供が育てにくい環境である。子育て世代に優しい社会を作ることが先な
のでは？

571 女性 親の話を信用しすぎず、子供によりそう

573 女性 わからかい

575 女性 分からない

577 女性 地域や身内との関わりを増やす

578 女性 家庭調査をする。
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579 女性 虐待についての認識を深める

580 女性 見方をたくさん作る

582 女性
子供は未完成な存在で、失敗があっても仕方のないことあることを親に理解させる。親だけが子育てをすると
いう考えではなく、国の財産として皆が守り支える空気を作る。

583 女性 相談

584 女性 考える

585 女性 児童に虐待をしてしまう親など同士が話し合える場を設ける

586 女性 学校教育で虐待についての授業を増やす

588 女性 親などの大人たちが気軽に相談し合える場を作るべきだと思う。

589 女性 みんなで子供を見守る

590 女性 周りがもっとちゅういする

591 女性 周囲の人々が助け合い、他人を尊重する

592 女性 色々な人がその子に寄り添う

593 女性 思いやりを持つ

594 女性
親が子育てなどで不安になったときにもっと気軽に相談できるようになればいいと思います。あと経済的に子
供が邪魔だと感じて、放置する人もいたりするので、もっと子供を持つ家庭に手当てをつければと思います。

596 女性 周囲との繋がりをつくり相談できるようにする

598 女性 少しでもおかしいと思ったらすぐに相談をする

603 女性 わからない

604 女性 よく分からない

605 女性
時代にあった子育ての仕方について、専門家から呼びかけを行う。また、メディアも周知をするよう努力す
る。

606 女性 裕福な家庭を築く

607 女性 地域で子育てをするという仕組みを整える必要があると思う。

609 女性 仲良くする

612 女性 近所付き合い

614 女性 刑罰を鞭打ちの刑など、子供にしたことと同等の事をする

615 女性 親になるための教育

616 女性 わかりません。

617 女性

まず、体罰をする理由に、親や教師などにストレスが沢山あって心に余裕がない状態にあることが原因だと思
うので、そのストレスの原因となるものを解消すべきだと思う。そしてそのストレスの原因なるものは、女だ
からという子育ての強要、助ける人がいない、SNSなどのバッシング、モンスターペアレンツ、社会の偏見、
頑張らないといけないという圧力、甘えてはいけないという周りからの雰囲気、などが挙げられる。法を改正
することも大切だけれど法が変わっても社会が変わらないと意味がない。

618 女性 子供に対しての知識を増やす。

619 女性 逮捕する

620 女性 地域のコミュニティの充実

622 女性 いい家庭環境とは何か地域全体で考えること

624 女性 片親の家庭や若い母親への精神面でのサポートをする。

625 女性 地域との連携子供を1人だけで育てていかないようにする

626 女性 自分の子供を愛せるようにするべきだと思う

628 女性 地域でそのような子育てのために支援を色々な面でする

631 女性 連鎖を無くす

632 女性 近所の人々との交流をすれば良いと思う

633 女性 固定観念、先入観を抱かない

634 女性 ない

636 女性 支援金を出す。

637 女性 虐待は罪だということを学校で教育する

638 女性 刑を重くする

640 女性 思いつかない

642 女性 正しい知識を身に付ける。

643 女性 子供が助けを求めやすくする

644 女性 子供の相談しやすい場所を増やす中絶や子供を生まない選択を社会的に容認する

646 女性 親が相談できる場所を作る

647 女性
今現場や家庭で起きている実情を調査し、適した対応をすること一人一人の大人が虐待とは何かを理解するこ
とが大切だと思う

648 女性 子供が大人になりこのようなことをしないためにも、学校で講演など開く。

650 女性 子供を持つ家庭と協力してみんなで子育てをする

651 女性 優しい心を持つ

653 女性 地域での連携

654 女性 給料を上げて子育てしやすい環境を作る
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656 女性 ご近所関係を昔のように親密なものにする

658 女性 むり

660 女性 保護団体の活動の強化

661 女性 なし

662 女性 言いやすい環境をつくる

663 女性 通報自体を事情でできない人や、子どもだけでも気軽に通報・相談できる場所を作る。

664 女性 わからない

666 女性 地域との関わりをよりオープンにすることでまわりの人が家庭の状況をある程度把握できるような環境づくり

667 女性 特になし

669 女性 学校での子どもの様子などをしっかり見れるようにする

670 女性 日本を子供が体罰等を訴えやすい社会に変えていくべき

671 女性 わからない

672 女性 支援をつくる

674 女性 思いやる気持ちと言葉遣いを教える力、を身につけることができれば良くなるかもしれない。

678 女性 虐待をするぐらいなら親戚とかに育ててもらうべき

680 女性 平和にする

685 女性 低収入の家庭に給付金を渡す。見回り

686 女性 行政と地域の連携を強くする

687 女性 迅速な児相の対応

688 女性 わからない

689 女性 なし

696 女性 わからない

697 女性 わからない

701 女性 親への子育てや精神的なサポート

702 女性 心理カウンセラーの相談と児童相談所との支援ですかね

703 女性
まずは国が社会保障を充実させ親の経済的な負担を軽減させ、親と子が触れ合える時間を増やすことを手伝う
べきである。また、相談センターなどを夜中まで開くことにより、働いている親も気軽に相談できるようにし
たい

708 女性 経済的安定

709 女性 国民全員で子供を育てるという意識の向上

710 女性 親に知識を提供する。学校や地域で監視する

711 女性 保護者同士の集まりなどを増やす

714 女性
子供を虐待から守るための取り組みを社会全体で一生懸命やることと、子供の声に耳を傾け、正直な気持ちを
話せる場所を設けるなどをする。

717 女性 体罰をしたら体罰をしてわからせる

719 女性 わからない

720 女性 分からない

721 女性 母親や父親が相談する場を作る

722 女性
子供に対する教育を子供の頃から行う。子供を持つとはどういうことでどんな責任を伴うのかを理解できる環
境を作るべき。孤育てにならないような配慮を家族だけでなく自治体や友人と協力して行えるようにするべ
き。

724 女性 子供の頃は親の言うことは絶対という考えがあるから、子供が親以外の人にSOSを出しやすい環境を作る

726 女性 児童虐待に対する法律をもっと広める。

727 女性 子供が警察や教師に相談した際、細かく聞いてあげる。勇気を出したに違いないから

728 女性
そのように成長した人たちの例を一般的なものにしていくこと。幼い頃は親から～されていた、という話がテ
レビなどのメディアで取り上げられがちで、当たり前のようになっている状態は良くないと思う。

729 女性 愛を与える

731 女性 親に子育てのやり方を教える

733 女性 子育ての相談ができるような場所を作る

740 女性 わからない

741 女性
プライバシーも大事ですが、昔のように周りとの関係をさらに深くよくするべき。学校でたくさんの先生が日
頃から子供に寄り添ってくれれば、担任の先生がなんとかしてくれなくてもほかの先生に頼ることができるか
もしれない。また、近所に頼れる大人がいれば頼ることができるかもしれない。

742 女性 わからない

743 女性 親が相談できる場所を増やして負担がかかりすぎないような環境を作る

746 女性
家庭環境を気にかける家庭訪問などは抜き打ちでやらなければ意味が無い、政府や団体などは隠さない。信頼
されるようになる

747 女性 意識方改革
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749 女性 体罰が殴る、蹴るというものだけでなく、ネグレクトや精神的な追い詰めも含まれることをひろく認知させる

751 女性 児相がちゃんと動くいつも放置しすぎ環境をちゃんと見極めて一時保護の後もずっと訪問や観察を続けて

754 女性 地域でこどもが成長しているかどうか見守る

755 女性 まずは近隣住民とコミュニケーションが取れるように、機会を設ける。

756 女性 子供を産まなきゃいいの

757 女性 1人1人が知識を身に着けること

758 女性 子どもを持つ家庭同士の関わりや連携が必要である

761 女性 そもそも、まともじゃない子供を追い返すような児童相談所がある時点で終わってる

762 女性 地域の繋がりを深くする

765 女性 小学校に入るまで半年に１回は健康診断を受けなきゃ行けなくて、受けに行かなければ相談所に連絡が行く

766 女性 言葉で言って聞かせたり自分がしたことをやらせたりする

767 女性 政府による支援

768 女性
児童が身の危険を知らせることのできる電話や施設、人がいればいい。そしてその機関は児童の訴えなどを無
視をせずに真摯に向き合う。

769 女性 調査する

770 女性 子供が安心して相談できる環境づくり

771 女性 なし

772 女性 もっと母親を身体的だけでなく心身ともに助ける対策

773 女性 近所や社会的環境や暮らしやすさ

774 女性 分からない

775 女性 この法律をもっとメディアで知らせる

778 女性 社会保障をもっとふやす

779 女性 子供に親とか学校ことを聞いたりする

780 女性 わからない

781 女性 そういう人をいなくさせる

783 女性 普段からのコミュニケーションを大切にする

784 女性
愛情が足りていないことが多いので虐待になってしまっているので、身近にいる誰かが常に気を配り虐待が起
こらないようにする。

786 女性 わからない

787 女性 相談できる場所を増やすこと

788 女性 子育て支援を充実させる。親が気軽に相談出来る場所を提供する

789 女性 周りをよく見る

790 女性 罪をもっと重くするべき

794 女性 気軽に相談できるようなセンター

797 女性 地域の人など身近な人が気を配る

798 女性 特になし

799 女性 わからない

800 女性 政府が国民にお金を与える

801 女性 ボランティアや自動保護施設を増やす

804 女性 親に対しての教育をする

806 女性 地域コミュニティを活性化させる

807 女性 子育ちをおやだけのものにしない

808 女性 それぞれの家庭環境や状況を調査し、察する事のできる職業の人が家を訪問すること。

809 女性 子供が体罰を他の人に言える環境

810 女性 離婚するにせよ親にしっかりと責任をとらせることが1番大切

811 女性 わからない

813 女性
頼れる存在を作るべきだと考えます。子育てをしている親は抱え込んでしまい、結果虐待に繋がる場合がある
ので、悩んだらすぐに頼れるコミュニティがあれば良いと思います。

814 女性 体罰禁止にする

816 女性 周りの人が関わって助け合いをする。

817 女性
親が無理なく仕事で休暇を貰えること、またはより多く金銭的に生きやすい環境にすること。ですがそれは簡
単に解決できることではないことを承知しています。

818 女性 新しく母親になる人へ講座を開いて教える

819 女性 わからない

821 女性 地域と一体化して協力することがいいと思う

822 女性
親がもっと子供の事とかを考えて行動すべきだと思うし、虐待するので有れば元から子供を作るなって思うし
虐待して誰も幸せにならないし逆に不幸になるだけだと思うからやめた方がいいと思う

823 女性 児童相談所がもっと見回りしたりする
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No 性別 Ｑ１３　児童虐待をなくし、体罰によることなく、子育てを社会全体で支援するためにはどうすればよいと考えますか。

824 女性

頬を叩く、お尻を叩く、などする親にそれをやる理由は子ども自身のためか自分の感情のためで動いたのかを
説いて自分のやっている行動を冷静に見返してもらってその状況を第三者が見てなにか不審に感じる部分が
あったりした場合カウンセリングなどを促したり、子どもだけを見るのではなくそれを育てる親のこともサ
ポートなどすることが必要だと思う。親と子どもを離すだけで解決するということはもしかしたら少ないのか
もしれないと感じる。その環境となる元凶を矯正して行かないと根本的解決は難しいと思う。

826 女性 わからない

829 女性
相談しやすい環境をつくる。保育設備やサービスを充実させる。絶対いけないという風潮をつくる。テレビで
虐待の報道やドラマでの虐待シーンが多すぎる。

830 女性 大人が子供を教育していく立場として知識をつける

832 女性 もっと社会全体で子供と向き合う

834 女性 地域社会で見守る

836 女性 近所の人などからの通報があった場合に、何事もなさそうでも一度子供を保護して様子を見る

839 女性 親のカウンセリングも行う

840 女性 親の孤立化を防ぐ。

841 女性

体罰に関しては、家で行えば正直いくらでも隠せるし、言葉の暴力は尚更で自分を否定されるようなことを言
われたらその言葉１つで、その子の人生の選択を左右させる事になる。だからこそ親に教育する制度や、家庭
か児童1人につきカウンセラーがついて言葉が話せるようになった頃、もしくは保育園などに通い始めた時か
ら義務教育が終わるまでは定期的にカウンセリングを行う。カウンセラー1人につき何人か担当する子がいて
も良いし、何かしらの理由で交代する場合は、しっかりと引き継ぐ。小さい頃から担当する事で信頼関係を築
き、親に話せないような事も話せる存在がいたらストレスを溜めないで生きていけると思う。

843 女性 虐待や体罰の被害者に対する児童相談所や交番などの対応をしっかりする

845 女性
義務教育の間に家庭についてもっと学ぶべき。中途半端な勉強ばかり。家族が教えてあげるという考えは全員
同じではなく、家族に教えてもらえなかったら大人になって困る。実際そうなっています。知っておくべきこ
とが数学などの勉強よりももっとあると思う。人として育つ教育を受けるべきだと思う。

847 女性 幼い頃の家庭環境を整える

854 女性 豊かな社会をつくる

860 女性 親のストレスが無くなるように地域や職場でサポートし、子どもにあたることがないようにする。

867 女性 周りの人が見守る

868 女性 地域と密接した環境作り

870 女性 わかんない

872 女性 児童施設などの設備の強化

873 女性 ない

875 女性 気軽に相談できるもの作る

876 女性 カウンセリングを行う

877 女性 社会全体で守っていく

878 女性 親次第でしかないと思う

879 女性 国が協力する

881 女性 貧困層が多いので社会福祉を、しっかりする

1001 女性 分かりません。

1006 女性 子供を気軽に預けられる場所を作る

1087 女性 子供が家庭以外で安心して生活できる場所を増やす

1089 女性 定期的に子供の健康チェックや、親との関係が良好か確認する

1122 女性 女性(母親)への負担を無くす。子を産む前の親に教育をする。被虐待児を成人後もケアをする。


